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失業の地域間分純
一岡山と富山の比較
脇 坂
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　　はじめに
　地域の失業率をくらべてみると，おおむね西日本で高く，東日本で低い（と
くに中部・北陸）。この失業率の「西高東低」は戦後一貫しており，おどろく
　　　　　　　　　　　（1＞べき安定性を示している。この現象は，いったいどのような要因と結びつい
ているのであろうか？
　地域別失業に関するこれまでの主たる研究には，つぎの2つがある。
（1）神代氏は，U－V分析により地域労働市場の類型化をお』こない，2本の
　　　　　　　　　　　　（2）　　U－V曲線を描いている。そして，近代化がすすむにつれ，U－V曲線が右
　　上方にシフトすることを見出している。ただ失業率の地域間格差を直接
　　には論じていない。
（2）水野・今井氏は，地域別クロスセクションにより，失業率関数を計測
　　した曾失業率を年齢構造，産業構造，労働市場需給バランスの指標で回
　　帰させた結果，サービス部門（第三次産業人口）比率の寄与が最大であ
（1）水野朝夫「わが国失業率の地域的分析」人口学研究6号　1983年5月の表1
（2）神代和欣「地域労働市場の構造と望ましい雇用政策」週刊東洋経済近経シリーズ66
　号1983年4月の図6
（3）水野朝夫・今井英彦「失業率の水準と構造を決めるもの」経済評論　1983年8月
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　　つた。つまり，サービス部門就業者の構成比が大きい地域で平均失業率
　　が高くなる。しかし，第三次産業の割合が高い府県には2通りある。第
　　二次産業もかなり高い県と，第二次産業とくに製造業の割合が低い県で
　　ある。後者の県は，お』おむね建設業やサービス業の割合が高い。
　以上のことから，「サービス経済化」のもとの地域雇用政策を考えるには，
水野氏らの手法よりも神代氏の類型化のほうが，きめ細かい政策ができる。
ゆえに神代氏が論じていない失業率の格差そのものを調べたいが，47都道府
県すべてについて，うまく説明できる変数は見つけられなかった。そこで東
西の2つの県を徹底的に比較することにより，今後の研究への布石としたい。
筆老の居住する岡山と，産業構造を中心によく似た東日本の県をさがし，労
働市場の動きを中心に分析する。その際に，職安の統計を最大限利用するこ
とにした。選ばれたのは富山県である。
！　富山県と岡山県の概況
　富山県と岡山県の労働市場を比較する。この二県は，岡山　187万人，富
山　110万人と岡山のほうが人口規模が大きいが，その他の面では，ひじょう
によく似た県である。それぞれ，岡山・倉敷，富山・高岡という二つの都市
を中心に，高度成長期に重化学工業化により発展した。地方にしては豊かな
県であることも共通している。たとえば，人ロー人当り県民所得（55年度，
県民所得統計年報）は，岡山　163．3万円で全国第10位，富山　162．2万円で
全国第12位である。50年度からの伸び率をみると，岡山　53．6％，富山　53．2
％で，発展の度合もにている。また賃金水準をとっても，岡山　25．8万円，
富山　25．5万円でよく似ている（月平均，毎勤57年より）。就業構造をみても，
まったくよく似ている（第1表）。両県は全国平均より第三次産業人口がすく
ないが，そのぶん第二次産業が多い。また二次，三次の細かい分類をみても，
おどろくほど似通っている（第2表）。製造業の割合が全国平均より大きく，
地元に雇用吸収力をもつ“健全な”発達をとげた県だといえよう。その証拠
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第1表　就業構造 （O／e）
産業3分類 第一次 第二次 第三次
富　　　山
ｪ　　　山
S　　　国
11．6
P3．3
P0．9
38．6
R7．0
R3．5
49．8
S9．6
T5．4
（資料）国勢調査55年
第2表就業構造 （o／o）
製造業 建設業 卸小売業 金融保険 運輸通信 サービス 公　　務
富　　山
ｪ　　山
27．7
Q6．4
10．6
X．9
20．7
Q0．2
2．5
Q．2
・　5．2
@6．3
17．0
P7．2
2．8
R．3
（資料）第1表に同じ。
に，中・高卒者の県内就職率は，富山　81．8％，岡山　72．2％とたかい（九
州などは福岡77．5％をのぞき，40－50％である1「学校基本調査」50年　ここ
では小浜喜一『地方は動く』より）。
　そのほか，高齢化比率でも（65歳以上人口比率：富山　11．1％，岡山　11．9
％），高学歴者比率（富山　10．4％，岡山　11．8％）でも，また共通一次現役
志願率（富山　26．3％，全国1位，岡山　24．5％　全国2位）までもが似て
いる。
2　失業率と有効求人倍率
　そこで両県の失業率の推移をみると，一貫して岡山のぼうが高い（第3表）。
昭和35年から一貫して，男女それぞれ岡山のほうが高く，男子の開きが大き
い。この差の原因をさぐりたい。ところが，有効求人倍率をみると（第4表），
富山のほうが有効求人倍率が高いわけではない。昭和50年からの動きをみる
と，51年を例外として，岡山のほうが高い。岡山が富山にくらべ，失業率が
たかく有効求人倍率もたかいとは，どういうことであろうか。
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第3表　失　業　率 （o／o）
富　山
?
女 岡　山
?
女 全　国
?
女
35年 0．38 0．410．33 0．580．72 0．41 0．760．85 0．64
40年 0．78 0．93 0．58！．2！ L560．78 L371．54 1．09
45年 0．74 0．810．65 1．02 1．26 0．72 1．35 1．471．16
50年 1．57 1．841．21 L892．34 ！．23 2．30 2．601．78
55　年 1．67 2．02 1．21 2．31 2．83 1．532．47 2．801．95
（資料）第1表に同じ
第4表　有効求人倍率
45年度 富　山 1．63 岡　山 2．32 全　国 1．31
男2，02 女1．26 男2．61 女1。98 男ユ．59 女1．06
50年度 0．65 0．73 0．58
男0。75 女0．55男0．75 女0．71 男0．62 女0．53
51年度 0．71 0．68 0．62
52年度 0．61 0．64 0．53
53年度 0．69 0．70 0．58
54年度 0．82 0．87 0．73
55年度 0．75 0．91 0．71
男0．93 女0．57 男1．14 女0．67 男0．90 女0．49
56年度 0．71 0．90 0．65
57年度 0．59 0．79 0．6Q
（資料）職安業務統計
　そこで，50年と55年の男女別の有効求人倍率と，第3表の男女別失業率を
くらべてみたい。50年では，失業率は女子がほぼ同じで，男子で岡山がたか
い。しかし，有効求人倍率は男子．は同じで女子がたかい。55年は男女とも失
業率で岡山がたかく，有効求人倍率も岡山が高い。有効求人倍率の男女差は
男子の開きの方が大きい。この傾向は，56年以降もつづく。だから，50年が
むしろ例外で，失業率も有効求人倍率も，男子についての差が大きいといっ
てよい（45年もおおよそ55年にちかい）。
　有効求人倍率は有効求人数を有効求職者数でわったものだから，求人と求
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職のどちらがきいているかを調べてみる。50年と55年の両県の有効求人数，
有効求職者数（年度計）をそれぞれ雇用・者数でわってみる。
　すると50年と55年では，様相が異なる。まず50年は，岡山が求人が多く，
求職が少ないため，岡山の倍率が高い。とくに岡山の女子の求人が多いこと
と，富山の求職が多いことがめだつ。55年では，岡山が求人，求職ともに大
きい。しかし，富山にくらべ求人のほうが相対的に多いので，有効求人倍率
が高くなっている。この年は，男女ともに，岡山の求人の多さがきいている。
ふたつの年だけでは何ともいえないが，（うえで述べたことも考慮に入れると）
男女ともに求人が岡山に多いことが，両県の有効求人倍率の差につよい影響
を与えていると想像できる。この点については，のちにくわしく分析する。
3　求人の分析 産業構造を中心に
　そこで，求人の産業による違いをみるために，昭和55年度～昭和57年度の
新規求人における各産業の割合をくらべてみよう（図1）。
　この3年間で共通していえることは，富山で建設業が多く，岡山で運輸・
通信・サービスが多いことである。製造業，卸小売業については，56・57年
はおなじだが，55年がちがう。55年の岡山の製造業の割合のたかさは，この
年の輸出型業種の好調によるものである（55年は有効求人倍率がピーク）。
その分が卸小売やサービスの割合を小さくしている。だから，製造業をのぞ
けば，次のことがいえる。すなわち，富山の建設業と岡山の運輸通信・サー
ビスが，相対的に求人が多いことである。一方，産業構造については，第1
表・第2表でみたように，どの産業についても目立った差はない。
（ア）運輸通信業などの分析
　運輸通信・サービス業にお』いて，就業構造では構成に差がないのに，新規
求人では岡山の方が多くなる。これは，岡山の運輸通信・サービス業（ある
いは富山の建設業）で働く人々が，富山にくらべてよく転職するか，岡山の
一59一
60
図1　新規求人の産業別構成
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（資料）職安業務統計．
これらの産業の会社がよく職安を利用するかのどちらかである。職安利用率
については後で述べることにして，まず離職率を調べてみよう。
　「雇用動向調査」により離職状況がくわしくわかる。離職者÷常用労働者
を離職率として計算してみると，図2のようになる（残念ながら，建設業が
府県別にわからない）。
　まず富山の離職率の低さが注目される。岡山は全国平均クラスだから，富
山が異常に低いのである。そして着目すべきは，女子のちがいである。富山
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図2　離　職　率
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（資料）　『雇用動向調査』55年．
の男子は，全国平均に近い。結局，富山女子の離職率の低さが違いをうみだ
している。
　産業別にみると，卸小売業，サービス業，運輸通信業のちがいが大きい（図
3）。前ふたつは，女子だけの数字だと，卸小売業が，富山　6．5％，岡山
20．7％：サービス業が，富山　3．4％，岡山　11．8％である。運輸通信業は男
子就業者が多いので，男子の数字をみると，富山　3．8％，岡山　7．0％であ
る。岡山のサービス業，運輸通信業の労働者がよくやめるので，新規求人が
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図3　産業別離職率
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（資料）図2に同じ．
相対的に多くなるという推論は正しいようである。ところが，卸小売業の説
明がつかなくなる。卸小売業の就業構造，職安における新規求人は両県ほぼ
おなじである（第2表と図1）。離職率についてこれだけの差があるのに，新
規求人の構成や就業構成が変わらないのである。55年度の新規求人には4％
の差があるが，富山のほうが多い。富山の卸小売業の求人側が，職安をひじ
ょうに頻繁に利用して，離職率の差を相殺するとでも考えないかぎり，説明
がつかない。富山県の卸小売業は兼業商業が多いことが特徴である。これは
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離職率の低さを説明できても，求人の多さを説明できない。
　それでは，新規求人の構成比にちがいのあった，上記の3つの産業のそれ
ぞれについて，詳しく分析する。新規求人については産業別に男女別の数字
がとれないから，他の統計を参考にしながら，探っていきたい。
　（アー1）運輸通信業　　まず運輸通信業についてである。この産業のな
かで多い職業は，運輸通信従事者以外では，事務と技能工その他の作業者で
ある。しかし，この3職業の割合は両県で，さほどかわらない。両県とも運
輸通信従事者は，運輸通信業の半分与しか占めないが（国調55年），以下ひと
つの試みとして，つぎの3つの職種をみる。毎年8月に職安が集計する「常
用職業紹介報告」のなかに，バス運転手，乗用自動車運転手，貨物自動車運
転手がある。この3職種は運輸通信従事者にちがいはないが，運輸通信従事
者で運輸通信業のものは，三分の二強である（全国，55年国調）。だから問題
はあるのだが，さきの3つの職種に対する新規求人の全体にしめる割合を調
べてみると，岡山　ユ2．2％，高山　92％である（57年度の男子の割合：女子
は無視できる数字）。岡山でこれらの運転手に対する求人が多いことと，運輸
通信業の新規求人が多かったこととは，辻つまが合いそうである。そこで，
その内訳をみたい。数字は実数である。
富　　　山 岡　　　山
求　　人 就　　職 求　　人 就　　職
バス運転手
譌p自動車運転手
ﾝ物自動車運転手
??? ??　5
Q39
R33
10
Q2
W4
　岡山の乗用自動車運転手に対する求人の多さが注目される。乗用自動車運
転手は，ほとんどがタクシー運：転手と考えられるから，岡山のタクシー業界
が運転手不足であることが推測される。就職件数が少ないのは，求職者が少
ない（78人）ためである。トラック運転手が多いとおもわれる貨物自動車運：
転手には，新規求職が286謡いる。
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人口1，000人当りのタクシー，ハイヤーの台数をみると，
?
45 50 54
冨　　　山
ｪ　　　山
1．37
P．55
！．28
P．75
1．22
P．71
全　　国 2．10 2．17 2．15
で，岡山が多いというよりは富山が少なすぎるということである。（原資料は
地方陸運：局業務資料：ここでは総理府統計局「社会統計生活指標」から）そ
の原因として考えられるのは，！）マイカー所有率が高いこと（1世帯あたり
保有台数0．89台，全国4位），2）観光入込者が少ないこと，3）富山県は電話で
よぶハイヤー形式がほとんどで流しがないこと，などである。
　（アー2）サービス業　　サービス業と建設業については，常用の職業紹
介ではわかりにくい。常用以外が多いと予想されるからである。しかし，職
安データでは，臨時的・日雇的パートタイムの産業別・職業別がわからない。
そこで国調（55年）から，うえの3つの産業の従事者について，女子比率と
雇用者比率を比べてみる。サービス業の女子比率は，岡山　54．0％，富山
55．2％でさほど変わらない。雇用者比率は，岡山　80．9％，富山　77．9％で
岡山が3％高い。自営業主や家族従業者（一般に女子が多い：サービス業の
家従比率は，岡山　4．8％，富山　6，4％）は転職しにくいと考えられる。た
とえ家族従業者がやめても，もともと家族経営でやっていたものが，職安に
求人をだすとは考えにくい。だから，うえの数字は，岡山のサービス業従事
者がよく動くことの説明になろう。
　（アー3）建設業　　ところが，建設業では全く逆の結果になる。岡山が
女子比率が低くて（13．0％　vs．16．4％）雇用者比率も高いのに（78．2％
vs．74．9％），新規陥入は富山で多い。これはわからない。ちなみに運輸通信
業では，どちらの比率も両県であまり差はない。国調では，これ以上しらべ
にくいし，雇用動向調査も府県別の建設業の数字がとれない。
　そこで一つの試みとして，産業別の離職率を職安データから出してみる。
一64一
失業の地域問分析　65
分子を雇用保険受給資格決定件数（57年度計）とし，分母を被保険者数（58
年3月31目現在）とする。分子，分母ともに短期雇用特例をふくんでいる。
?
建設業 製造業 卸小売業 金融保険 運輸通信 サービス
富　　山
ｪ　　山
9．4
W．1
32．2
W．6
5．5
U．7
8．0
P0．3
4．6
X．7
5．4
V．3
9．5
W．5
　この産業別離職率は，サービス業をのぞき，図3の雇用動向調査の結果と
整合的である。だから，この数字は信頼がおける。これをみると，富山の建
設業の離職率がじつに高い。これが全体の離職率をおしあげ，雇用動向調査
の産業計の数字と逆の結果をもたらしている。そして富山建設業は短期雇用
特例被保険者の資格決定が多い。建設業資格決定者のうち，岡山で6％，富
山は72％をしめる。
　建設業の新規求人数はふつう2月，3月に急増し，徐々にその後低下して，
7月，8月目はピーク時の半分になる。富山は全国的傾向と一致するが，岡
山は各月でさほどの変動がない。岡山は冬でも建設関係の仕事が多いので，
短期雇用特例がすくなく，離職率が低いのである。
　よく転職しやすいという意味で，臨時・日雇の比率が知りたい（家従とは
別だということに注意）。就業構造基本調査で，産業別の数字がわかる。建設
業において，臨時雇・日雇の雇用者数にたいする比率は，富山　30％，岡山
23％である（54年）。有意な差がありそうだ。冨山の建設業界が常用以外にた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C4）よる傾向がつよいので，建設業の求人が多くなると推測できる。これは兼業
農家比率の高さと関係していると思われる。富山県は全国1位で96．9％であ
る（全国平均は86．9％，57年）。以上，不十分ながら3つの産業の就業構成比
と求人構成比のちがいについて，なにがしかの説明がついた。
（4）この傾向は雪国にみられる。冬に仕事ができないケースが多いので，常用の比率は
　小さくなる。なお北海道は，兼業農家ではなく恒業の建設季節労働者がほとんどであ
　る。
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（イ）製造業の分析
　製造業の中身をもっとくわしくみたいが，国勢調査では昭和45年以前でな
いと，各県別の製造業中分類の数字がとれない。就業構造基本調査も大分類
しかわからない。
　そこで出荷額の構成を工業統計表（4人以．ヒの事業所）でみると，56年で
第5表のようになる。見てのとお』り，岡山では水島臨海工業地帯にある業種
のウエイトが大きい（製造品出荷額で水島の全県にしめる割合は，58．2％：
従業者数では17．0％　　工業統計調査55年）。富山は，富山新港後背地にアル
ミ関連企業が多いため，非鉄金属・金属製品のウエイトが大きい。
　製造業中分類の就業者数で，最近の数字がわかるものに次のものがある。
第5表　工業製品出荷額
製造業＝100％ 富　　山 岡　　山
食料品・たばこ製造業 4．7 6．9
繊維工業（衣服その他をのぞく） 8．6 2．7
衣服・その他の繊維製品製造業 0．7 4．7
木材・木製品製造業（家具をのぞく） 2．7 1．2
家具・装備品製造業 0．7 0．5
パルプ・紙・紙加工品製造業 4．4 1．2
出版・印刷・同関連産業 1．5 0．8
化学工業 8．9 16．7
石油製品・石炭製品製造業 5．6 21．0
回目製品製造業 0．3 0．9
なめしがわ・同製品・毛皮製造業 0．1 0．1
窯業・土石製品製造業 3．1 3．7
鉄　鋼　業 6ユ 13．4
非鉄金属製造業 ！9．5 1．6
金属製品製造業 ユ0．3 1．5
一般機械器具製造業 9．2 2．7
電気機械器具製造業 4．2 4．5
輸送用機械器具製造業 5．2 13．6
精密機械器具製造業 0．1 0．1
その他の製造業 4．ユ 2ユ
（資料）工業統計表56年．
一66一
失業の地域間分析　67
第6表　雇用保険被保険者数
富　　山 岡　　LLI
100％ 100％
食料品・たばこ製造業 6．1 7．8
繊維工業（衣服その他をのぞく〉 10．4 6．5
衣川むその他の繊維製品製造業 3．8 ！4．7
木材・木製品製造業（家具をのぞく〉 3．3 2．7
家具・装鐘品製造業 1．3 ユユ
パルプ・紙・紙加工品製造業 3．1 1．4
出版・印刷・同関連産業 2．5 2．6
化学工業 9．0 7．9
石油製品・石炭製品製造業 0．2 1．8
ゴム製品製造業 0．6 L4
窯業・土石製品製造業 2．9 6．3
鉄　鋼　業 3．6 7．8
非鉄金属製造業 3．6 1．2
金属製品製造業 15．0 4．4
一般機械器具製造業 12．4 6．7
電気機械器具製造業 7．0 8．2
輸送用機械器具製造業 4．2 13．8
精密機械器，具製造業 0．3 0．4
その他の製造業 10．6 3．5
（資料）　「富山県労働市場年報」57年度版．
　　　「岡山県労働市場年報」57年度版．
雇用保険適用事業所の被保険者数が，毎年，各県で集計されている。管内に
ある・事業所について集計するので，本社のおおいところは過大な数字になる。
しかし，富山県と岡山県の比較には影響しないとおもわれる。第6表により
両県を比較すると，岡山で衣服・繊維製品，輸送用機械器具が多く，富山で
衣服をのぞく繊維製品，金属製品，一般機械器具が多いのがわかる。繊維に
ついては，富山は紡績が中心で，岡山は織物・縫製が中心である。後者は地
場の産地をなしており，労働集約的である。45年の時とくらべると，富山・
岡山ともに衣服をのぞいた繊維工業の従事者がへっている。紡績・織物の飛
躍的な機械化の結果であろう。ふえているのは，富山では金属製品，岡山で
は電器である。輸出主導の発展産業である。
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第7表　製造業新規求人構成比
富　　山 岡　　山
100％ 100％
食料品・たばこ製造業 8．3 9．0
繊維工業（衣服その他をのぞく） 8．7 6．6
衣服・その他の繊維製品製造業 11．2 27ユ
木材・木製品製造業（家具をのぞく） 4．0 2．8
家具・装備品製造業 2．3 1．1
パルプ・紙・紙加工品製造業 2．0 0．7
出版・印刷・同関連産業 2．3 2．4
化学工業 2．4 1．5
石油製品・石炭製品製造業 0．2 0．4
ゴム製品製造業 0．9 0．5
窯業・土石製品製造業 2．9 3．6
鉄　鋼　業 1．9 2．6
非鉄金属製造業 3．5 0．5
金属製品製造業 15．6 6．5
一般機械器具製造業 11．6 6．3
電気機械器具製造業 11．6 12．9
輸送用機械器具製造業 2．6 10．9
精密機械器具製造業 0．3 0．5
その他の製造業 7．8 3．8
（資料〉　「富山県労働市場年報」57年度版，
　　　「岡山県労働市場年報」57年度版．
　また第5表と第6表をくらべると，つぎのことが確認される。つまり両県
とも，出荷額のウエイトの大きい業種は，あまり雇用吸収力は大きくない（例
外は，富山の金属製品と一般機械器具，岡山の輸送用機械器具）。
　第6表とつぎの第7表をくらべれば，職安をよく利用する製造業がわかる。
第7表は製造業の新規求人である。第6表とくらべておもしろい点は，まず
岡山では，衣服その他の繊維製品が従業者数にくらべ，求人数の割合がひじ
ょうに大きい。それとは対照的に，化学工業，鉄鋼業の新規求人はじつに少
ない。おなじことは，富山の衣服その他の繊維製品と化学工業にもいえる。
つまり，縫製業などは離転職がはげしく，鉄鋼・化学はほとんどないことが
裏づけられている。一方，57年度は，求人における製造業の割合が両県おな
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第8表　製造業の構成
富　　山 岡　　山
田　　工　　業
ｻ学工　業
d　　工　　業
ｻ　　の　　他
27．4％
P5．8
S6．1
P0．6
35．4％
P8．8
S2．4
R．5
（注）軽工業とは，食料品・たばこ，繊維，
　衣服・その他の繊維，木材・木製品，家
　具・装備品，出版・印刷・同関連，なめ
　しかわ・同製品・毛皮を統合したもの．
　　イヒ学工業とは，パルプ・紙・紙加工，
　化学，石油・石炭製品，ゴム，窯業・土
　石製品製造業を統合したもの．
　　重工業とは，鉄鋼，非鉄金属，金属製
　品，一一般機械器具，電気機械器具，輸送
　用機械器具，精密機械器具，武器製造業
　を統合したもの．
（資料）第6表と同じ．
じである。アパレル産業は富山でも新規求人の割合が大きいが，従業者数そ
のものが相対的に少ない。だから，おなじ求人倍率でも，富山の失業が少な
くなる可能性がある。
　くりかえすと，富山と岡山は製造業の割合はお』なじだが，その中身がちが
う。つまり富山が相対的に資本集約的である。第6表から，富山と岡山の製
造業を，軽工業，化学工業，重工業にまとめてみる。（第8表）
　軽工業が岡山で多く，重工業が富山に多いことがわかる。なお中分類の「化
学工業」では富山が多いのに，化学工業が岡山に多くなっているのは，地場
産業にもなっている窯業・土石が岡山に多いためである。全国の傾向をみる
と，第9表のように，軽工業，重工業，化学工業の順に離職率が高い（ただ
し，「その他の製造業」は軽工業に含めている）。
　第6表より岡山の製造業の離職率が若干高いことがわかっているが，その
裏づけがとれたといえよう。うえの化学だけでなく，軽工業の代表である繊
維についても，岡山のほうが労働集約的なことを先に述べてある。自明のこ
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第9表製造業の離職率の推移
?
45年 47 50 52 54
全産　業　計 21．5 18．9 15．8 15．0 ユ4．3
製造業計 21．3 17．6 ユ5．3 14．2 13．4
軽　　工　　業 25．1 21．4 17．9 18．6 ユ7．0
化　学工　業 17．5 ！4．3 12．0 10．3 10．4
重　　工　　業 19．4 15．7 14．5 12．2 11．4
（資料）雇用動向調査．
とを示したのであろうが，まとめると，岡山で軽工業のウエイトが大きいた
め，労働集約的になり，離職率も高いが求人も多くなる。
　この事実発見は，いわゆる「サービス経済化」だけの基準で，地域の失業
の多寡を議論できないことを示唆している。つまり製造業の業種構成のちが
いが失業を異ならしめる可能性である（ただし岡山と富山の場合は，全体と
しては，この要因の寄与度は小さいかもしれない）。
（ウ）女子求人の職種
　以上のことは，求人の職業別分布を比較すれば，はっきりする。さきほど
岡山がとくに女子にたいする求人が多いことを述べたが，その内容をみてみ
よう。各安定所は毎年8月に職業別常用紹介を報告している。そこで57年8
月の両県の女子にたいする新規求人の職業別の人数をみてみたい。お』もな職
業をひろってみると，下表になる。
? ? ? ?
合　　　　　　計 3，738 1，492
専門・技術 256 84
事　　　務 566 261
販　　　売 434 215
技能工・生産工程従事者 1，657 651
単純労働 292 134
サービス 519 124
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　両県とも，技能工・生産工程従事者が半分ちかくを占める。そこで，その
内訳をみてみたい。ここでも，主な職種だけをひろってみる。
岡　　　山 寓　　　山
技能工・生産工程従事者
??，
651
金属製品製造工 11 44
金属製品検査工 20 19
電気機械組立工 85 47
電球・真空管組立工等 29 63
ミシン縫製工
??，
154
　岡山におけるミシン縫製工にたいする求人の多さがわかる。岡山県には児
島・井原という，明治以前からの繊維，とくに縫製の産地がある。学生服，
作業服で活況を呈した時代もあり，現在も国内の大半を生産している。また，
昭和40－50年代になると，ジーンズやスポーツ・ウェアがよく売れている。
機械化がすすめられているとはいえ，まだまだ労働集約的な生産工程になっ
ている。そのことがこの数字によく表われている。しかし，ミシン縫製工を
くわしくみると，おもしろいことがわかる。岡山女子のミシン縫製工への求
職者は162人で就職者は49人，富山はそれぞれ34人，30人である。求人にくら
べて，岡山の女子は求職がすくなく就職も少ない。富山は求職者のほとんど
が就職している。
　まとめると製造業の分析からは，次のことがわかる。岡山のミシン縫製工
への求人が多いことが，岡山女子の有効求人倍率をおしあげる。そして，彼
女らの離転職がはげしいと推測されることと，就職率が悪いことから岡山の
女子の失業率はたかまる。しかし，求人のわりに求職が少ないから（ミシン
縫製工だけの点だが），失業率はそれほど開かない。このことは女子にかんし
て，岡山と富山の差が男子ほどでない事実と整合的である。
4　求職の分析
以上，求人側の分析により，求人数のちがいは，運輸通信・サービス業の
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ちがいと，両県の製造業の業種のちがいを反映しているのではないかという
推測ができる。つぎに求職者の状況をみよう。
（7）仕事をもちながら求職する人
　新規常用求職者の実態がくわしくわかるのは，昭和57年以降の5月時点の
集計である。職安を利用する新規常用求職者のうち在職老はどのくらいであ
ろうか。58年5月で，岡山男5。3％，女2．7％，富山男8．7％，女
7．1％，全：国　男　5．0％，女　2．8％である。富山が岡山や全国平均にくらべ，
在職者がひじょうに多いことがわかる（57年5月も同様な結果である）。この
原因のひとつとして，就職情報誌などの浸透度が富山でよわく，職安の就職
情報機能が富山ではたらいていることが考えられる。在職者比率が高いと，
おなじ求人倍率でも失業率が低い可能性がある。ただ失業率の格差は戦後一
貫しているのに対し，就職情報誌などは最近発達してきたものである。だか
ら，以前から，富山の在職者比率がたかかったかどうかは何ともいえない。
（イ）職安経由率
　では実際に就職した入のうち，どれだけの人が職安を経由しているのであ
ろうか。まず，ひとつの指標として，職安の紹介した就職者数を雇用保険取
得者数で除したものがある。57年度において，岡山が！7．0％，富山が21．6％
となる。富山の方が職安をよく利用するとすれば，おなじ就職状況でも有効
求職が多くなる。だから失業率を一定とすれば，有効求人倍率は富山がその
分だけ小さくなるはずである。観察される数値といちおう整合的である。た
だし，中途採用者の職安経由率をみると，逆になる（第10表）。
　つぎに，職安の窓口で，どれだけ熱心に就職指導をしているかをみる指標
として，三つの比率をくらべてみる。第一に，一般の就職率は第11表のよう
である。
　第二に，雇用保険受給者についてである。雇用保険受給者の就職件数を雇
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第10表　中途採用者（常用）の職安経由率
富山（58年4～9月）岡山（58年9～／1月置
??? 37．4％
R5．9
R9．5
46．2％
S9．1
S2．7
（注）職安経由率＝
　　　　　　　京尤月哉件婁文　（常用）
　　　雇用保険取得者数（常用）一新規学卒者数
（資料）　「中途採用者採用時賃金情報」など．
第11表　就職率（＝：就職件数÷有効求職者数）
53 55 57 ?
富　　　山
ｪ　　　山
6．5
U．9
7．3
V．8
6．4
U．4
用保険受給実人員でわった57年度の就職率は，富山　3．50％，岡山　1．97％
である。ふたつの指標をくらべると，富山の雇用保険受給老に対する職安の
熱心さがうかがえる。このことが，富山の失業率をひくめる可能性をもって
いることは，言うまでもないであろう。第三に，これは求人側のことになる
が，充足率（充足数／新規求人数）をみてみる。
? 45 50 53 57
富　　　山
ｪ　　　山
28．0
Q6．0
36．1
Q5．4
29．4
Q4．8
31．8％
Q0．3
　一貫して富山がたかい。第一の指標とあわせて考えると，岡山では求人は
多いけれども，その仕事にあう人を職安がなかなか紹介できないという，ミ
スマッチが生じているといえよう。
（ウ〉労働市場に出たことのない人の求職
　つぎに求職者にしめる無業者の割合をみてみよう（新規常用求職者実態調
査）。ここでいう無業者は，「現在仕事をさがしている」から，国調などでは
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失業者になる。58年5月で，岡山　男　7．1％，女　17．4％，　富山　男
6．0％，女22．5％，全国男5．7％，女15．7％である。富山の女子のと
くに高い無業者比率がめだつ（57年5月も同様な結果である）。これも，まえ
とおなじように就職情報誌などが関係しているのかもしれない。ただ女子だ
けが異常に多い。そして無業者比率の高い年齢層は25～44歳である。なぜだ
ろうか？　第10表の職安経由率は女子が両県ほぼ同じである。そこで無業者
（国調では失業者）のうち，職安にf士事をさがしにくる人の割合が両県で等
しいと査定しても，おかしくはない。すると，職安利用率がかわらず，求職
者のうち「無業者」が多いのだから，富山女子には，それまで仕事のなかっ
た失業者が多いことになる。まとめると，富山女子の失業者は少ないが，そ
の失業者も，これから働こうという人が多い。このことも富山女子の労働力
率をたかめる原因かもしれない。しかし，決して気楽な失業ではなく，仕事
をぜひしようという求職者と考えた方がよい。その証拠に，第11表の就職率
は57年両県おなじだが，女子では富山　6．0％，岡山　5．3％と富山の方がよ
く就職している。
5　性・年齢別の失業率と有効求人倍率
　失業率と有効求人倍率の関係を性・年齢別にみてみる。性・年齢別の失業
率は国勢調査でわかる。性・年齢別の有効求人倍率は，毎年10月に各安定所
が集計している。ただし，有効求人に関しては，求人年齢の上限・下限によ
る数字から，年齢別の有効求人数が算出される（たとえば30－40歳男子の求
心が10件あれば，30－34歳に5件，35－39歳に5件というふうに割り振る）。
そこで55年の両県の失業率，有効求人倍率をくらべてみよう（図4，図5）。
簡単に結論だけを先にいえば，男女ともに，ある年齢層の失業率のちがいで，
おおきく失業率を異ならしめているとは言えない。（男子若年層で有意な差が
ありそうにみえるが，この年齢層の失業者数はすくないので，寄与率は小さ
いだろう。）有効求人倍率は，まず女子の場合，55年10月は全体としてほとん
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ど差がない（富山　O．70，岡山　0．73）。しかし，求職の分析の（ア）でお』こ
なった，おなじ有効求人倍率でも富山の失業率が低くなるという推定は，20－
40歳台ではっきりと確かめられる。男子の場合は（富【」」0．99，岡山　1．18），
岡山の40代の倍率が高いことが格差の原園となっているようである。ただ失
業率は60歳以上をのぞき，すべての年齢層で岡山がたかい。くわえて有効求
人倍率に差のない年齢層でそうなのである。なぜ岡山男子の失業率が高いの
であろうか。というより，岡山も全国平均より低いのだから，なぜ富山男子
の失業率がこれほどまで低いのであろうか。
6　失業の深刻度
　男性が失業していれば，どうやって生活しているのだろうか。それも働き
盛りで妻子がいれば，生活は苦しいはずである。岡山と富山の差は，30－50
歳台でも大きい。考えられるのは，親の援助（あるいは貯金や資産）か妻の
就業である。前者のぼうが深刻でないと考えてよかろう。妻のはたらきで生
計を立てているのは，現在日本の収入の男女差をかんがえれば，やはり苦し
い生活である。
　これを国勢調査（55年度で接近してみる。夫婦のいる世帯で夫が非就業の世
帯をとる。たとえば岡山で，夫婦のいる普通世帯で夫が就業していない世帯
は，31，593ある。この31，593人の夫は，求職活動をしているかどうかによっ
て，完全失業者とそれ以外に分れる。陶山男子の完全失業者のうち，25歳以
一ヒの者は13，204人いる。完全失業者以外は，休業者か，老齢などによる非労
働力である。夫が非就業世帯の中の，働き盛りの年齢層の状況を知りたいの
で，18歳未満の子供がいる世帯にしぼる。この層では，さすがに数がへり，
岡山で4，105世帯である。ちなみに25－59歳男子の完全失業者数は9，803人で
ある。18歳未満の子がいる世帯のうち夫が働いていない世帯は，富山が0．87
％，岡山が1．65％である。失業率のちがいに対応しているようである。央が
非就業の世帯には，ふた通りある。すなわち，妻が働いているか否かである。
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夫が働いていない世帯のうち，妻が就業している世帯は，富山が61％，岡山が
48％である。富山の女子の労働力率が高いことも影響しているかもしれない。
　しかし，まとめて考えてみると，妻の収入にたよる富山の男性が多いので
はなく，岡山で夫婦ともに働かないでも生活できる世帯が多いということで
ある。それも子供がいる世帯においてである。はじめに述べたように，この
世帯は深刻でないと考える（そして夫も一応，求職活動をしているとする）。
すると，岡山の男子の失業は，富山にくらべ，さほど切迫していないことに
なる。逆にいえば，富山県の男子の失業率が低いのは，失業すると，妻の収
入で生活をしなければならないという切迫感があるためである。
　岡山の男性が遊んで暮らしていけるという印象になったかもしれないので，
次のいささか突飛な仮説を検討してみよう。深刻でない失業者が一定程度い
るとして，かれらに遊ぶチャンスが多ければ，なかなか仕事につかないとす
る。つまり，レジャー機会の多寡が失業を左右すると考えよう。まず，一人
当りの興業入場料金をみてみると，富山が58円，岡山が179円である（国税庁
「税務統計速報」55年度）。これは先の仮説を裏づけるかにみえる。だが，こ
の指標を47都道府県でみてみると，西高東低の失業率の説明には全く不適当
である。また様々なレジャー施設数を人口当りでくらべてみると，岡山で多
いのは喫茶店ぐらいである。パチンコ店，映画館，ボウリング場は富山がす
こし多い。「バー」などは圧倒的に富山が多い。ゆえに，レジャー機会の有無
で，失業率を論じたり，労働力率のちがいを説明するのは，不適当である。
おわりに
　以上，岡山のほうが失業率も有効求人倍率もたかい理由として，暫定的に
つぎの3つが考えられる。（1）富山の製造業が資本集約的で，離転職がすくな
いため，失業率がひくい。なおかつ，これらの業種にくる求人のウエイトが
大きいため，労働集約的産業の多い岡山にくらべ，求人数が相対的にすくな
くなる。そのため有効求人倍率は富山がひくい。（2）富山の求職者には仕事を
一77一
78
もっている人が多いので，有効求人倍率を一定としたときに失業率が小さく
なる。（3）富山の男子の失業率がひくいのは，いったん失業すると生活が苦し
いために，なかなか失業しないということが考えられる。
　岡山と富山には，両県以外にはみられない，ある言い過つまり方言がある。
京都をまんなかにして，西と北東へそれぞれ200km隔てているからかもしれ
　　（5）
ない。本稿では，産業構造のうえでの類似ということから出発し，いささか
突飛な比較をおこなったが，あんがい深いつながりのある二県だったのかも
しれない。富山と岡山は両県とも，現在テクノポリスの準備をすすめている。
　先端産業を育成し，雇用増をはかるとともに，産業構造の高度化をねらっ
ている。おなじような県が，同じような発展の道をあゆもうとしている。し
かし，これまでの分析から推測されることは，富山は失業率は低いが求人不
足だということである。北陸地方は失業率が低いから，有効需要政策は必要
ないという単純な結論は下せない。神代氏の結論と同じようだが，それを細
かく示せたのではないかと思っている。
（5）岡山方言の研究者　虫明吉治郎氏は，「行かレー」について全国調査をなされた。そ
　の結果，岡山と富山という何のつながりもない二県において，この言葉が拡がってい
　くのを発見し，驚きを示しておられる。方言の地域分布では，必ず歴史的になにかつ
　ながりがあるの1こ，珍しいケースだそうである。なお『岡山弁あれこれ』の初版（1978
　年）には，以上の研究がのせてあるが，普及版では簡単にふれてあるにすぎない。
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